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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 本論文では、降水予報型の新しい雲・降水スキームを開発して気候モデルへ導入することよって、

ドリズルおよび降水の３次元分布をシミュレートすることが可能となったほか、従来の気候モデル

で過剰であった雲・エアロゾル相互作用を観測データと整合的な表現にすることに成功した。この

ことは、気候変動の解明・予測に対する多大な貢献となる。よって、本論文は博士（理学）の学位

論文に値するものと認める。 

 

 

 

 

 

 


